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山形県酒田市飛島におけるヨーロッパコマドリの観察

佐々木均・佐々木あさ子

〒013-0038秋田県横手市前郷一番町1-21

はじめに

ヨーロッパコマドリＥ減肋αc郡s〃bgc豚Ｉαはユーラシア大陸北西部からアフリカ北部にかけ

て広く分布している（Frintetaﾉ.1984,CmmpemJ.1988）が，日本での記録は1990年１１

月１８日に千葉県市川市行徳鳥獣保護区で標識調査用の網にかかった１個体１例が知られて

いるのみである（亀谷1991，原島1991)．筆者らは1995年５月４日，山形県酒田市飛島

においてヨーロッパコマドリ１羽を観察した．これはわが国で２度目の記録であるが，１

回目の記録では得られていない本種の野外での行動についてデータが得られたのでここに

報告する．

観察地

飛島は山形県酒田市の北北西39.3kｍの日本海上にあり，面積2.32kｍ２，周囲10.2kｍ，標

高は最も高い地点で69ｍの台地状の島である．本種を観察したのは島の東部，中村集落の

上にある酒田市立飛島小中学校のグランドである．この周囲はタブノキMtz醜"鱈娩”6979＃j，

クロマツ恥蛎妨””郡j，アカマツＲ”漉伽”などの林となっていて，グランド内は丈の低

い草本類で被われ，東から南側の縁にはオオイタドリR2w@0”"”cjb4z雌ｅ７@sｉｓを主とする群落

が見られる．

観察配録

1995年５月４日の午後３時10分頃，このグランド東側のオオイタドリ群落と丈の低い草

地の境界付近の潅木にとまっている本種１羽を発見し，双眼鏡（8倍，１０倍）および望遠鏡

(20倍）で観察した．その後20ｍ程まで接近することができ，写真撮影を行なった．この個

体の特徴を以下に記す．

１．形態

大きさについてはほかの個体が近くにいなかったため直接比較できなかったが，このシー

ズンに同地でたびたび目撃した近縁のコマドリEaAzz"鮫よりもやや小さく感じられた．形態

については，頭部が丸くやや大きめで体も丸みがあり，ふ蹟がやや長めの典型的な小形ツグ

ミ類の特徴を備えていた（図１)．
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似１１．飛脇で確認されたヨーロッハコマドリ（111f面より）

Fig.１．EuropeanRobinEﾌ的ααｨs畑6cc"ﾉainTobishimaIsland

Ⅸ１２.飛脇で確認されたヨーロッパコマドリ（横面より）

Fig.２．EuropeanRobinE"ｔｈａα燭力めeα"αinTobishimalsland
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頭頂から後頭，後頚，背，肩羽にかけてはわずかにオリーヴ色昧のある一様な灰褐色で，

眼の上から後方にかけてわずかに淡色の眉斑が認められ，角度によっては眼の直前から眼

の後方にかけてやや暗色がちの過眼線を形成しているようにも見えた．腰，上尾筒，尾羽

上面と初列風切・次列風切・三列風切の外弁は背より幾分褐色味の強い灰褐色であり，初

列風切・次列風切・三列風切の内弁は灰黒色であった．大雨覆の先端部にはパフ色の斑が

認められ，淡い翼帯を形成していた．額，眼先，眼の周囲，頬，喉，胸にかけてはコマド

リの胸よりもやや明るい色調の燈褐色であった．腹・脇・腿はかなり汚れた感じの灰白色

で特に脇には不定形の黒色斑が認められた．この斑紋は羽毛の乱れによって基部の黒色が

露出していたものと思われる（図２)．また，尾羽を立てた時に下尾筒が乳白色であること

も確認した．

くちばしは黒色で，虹彩は暗色であり，ふ鑓から鉦は灰褐色であった．

２．行動

発見後しばらくの間は茂みに潜行せず，地上から約50ｃｍの目立つ高さで行動していた．斜

めに突き出た枝にとまる姿勢は地上と体軸の角度がほぼ45.で，尾の角度も体軸と平行に保

っている時間が長かったが，ときおりコマドリのように尾を立てることもあった．潅木の枝

から地上に降り，何か採食してはもとの高さにもどるというヒタキ類あるいはムシクイ類の

ような行動を続けながらこの境界付近を南へ50ｍ以上移動し，グランド南端のブッシュに潜

行して見失った．この間数分と思われる．地上では草に体の半分以上が隠れ，歩き方がウォ

ーキングかホッピングか確認することはできなかったが．コマドリのように地上で長い時間

を過ごすことはなかった．

鳴き声については「ピチッ，ピチッ」という小さい地鳴きを確認した．

考察

この個体は羽毛の磨滅のすすんでいる春という時期でありながら，大雨覆先端部がパフ

色で翼帯を形成し，頭側から頚側にかけて灰色のラインがないので第１回冬羽から第１回

夏羽を迎えるところだと考えられる（Crampaaﾉ.1988,Jenni＆Winklerl994)．本種の最

も東に分布する亜種Ｅ汎ｔα”γ”ｓは基亜種Ｅ,戎γ"69c"ﾉαより上面が強く灰色を帯び，

顔から胸の燈褐色は淡いといわれている（Crampemﾉ.1988）ので，本個体はこの亜種の特

徴を備えているように見える．しかし，この齢では基亜種でも上面は灰色がちで，頭側か

ら頚側の灰色が不明瞭で，特に雌では灰色がまったくないことが多く，顔から胸の燈褐色

も淡いのが普通であるといわれており（Ｃｒａｍｐｇｒａﾉ.1988)，また各亜種の羽衣の違いそ

のものがわずかで連続的であるという記載（Svenssonl992）もあるので，亜種の特定は

できなかった．

本種の繁殖分布の東端はオビ川の中流域，ほぼ東経90度あたりとされ（Frint”αﾉ.1984,

Cramp”αﾉ.1988)，この最も東の亜種Ｅ,尻如如"“sの越冬地でわかっているのはイランと

カザフスタン南東部である（Ｃｒａｍｐｅｆａﾉ.1988)．これ以外にも越冬地があると考えられ
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るが，少なくとも中国は繁殖，越冬とも分布域に入っていない（鄭1976)．本個体に足環

などは装着されておらず，風切や尾羽への糞の付着など飼烏によく見られる兆候も認めら

れなかったが，上記の知見を総合すると，本種の日本への自然渡来の可能性は低い．した

がって，現段階ではこの個体が自然渡来であるか人為的飛来であるかの判断は困難である．
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